
鶏　肉　情　勢 更新 全農チキンフーズ㈱

１．国内 (1)

生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

入雛羽数 56,358 98.9% 287,402 101.4% 55,565 104.3% 56,935 101.1% 59,509 101.2%

(2) 処理羽数 55,172 98.0% 274,095 100.7% 55,822 105.8% 54,659 101.9% 53,698 102.3%

処理重量 165.0 97.9% 810.6 100.6% 163.3 103.9% 158.0 99.8% 153.9 102.0%

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]

輸入動向 単位：千トン、％

２．輸入 (1) 鶏肉 調製品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

41.2 32.3 127.4 29.2 25.8 113.0 70.3 58.1 121.0 58.5 41.5

34.1 27.7 123.3 26.4 30.3 87.2 60.5 58.0 104.4 56.4 43.6

46.2 40.9 113.0 32.4 37.5 86.5 78.6 78.4 100.3 58.8 41.2

(2) 36.9 39.6 93.1 30.3 33.9 89.6 67.3 73.5 91.5 54.9 45.1

201.9 175.8 114.9 149.8 164.7 91.0 351.7 340.5 103.3 57.4 42.6

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]、全国食鳥新聞

１．家計消費 (1) 消費動向 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

もも肉 むね肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H22年 618 229 847

1,342 1,347 99.6 1,283 1,213 105.8 H23年 642 264 906

1,311 1,220 107.5 1,296 1,130 114.7 H24年 563 189 752

２．量販・卸 (1) 1,271 1,259 101.0 1,239 1,162 106.6 H25年 583 246 829

1,292 1,269 101.8 1,258 1,165 108.0 H26年 626 294 920

※参考資料：総務省統計局HP

３．業務・ (1)

加工筋 在庫状況 単位：千トン、％

１．27年4月 (1) 履歴 国産 輸入品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

15.5 22.5 68.7 109.1 87.2 125.1 124.5 109.6 113.6

２．見通し (1) 14.9 23.5 63.1 109.2 86.2 126.7 124.0 109.7 113.0

17.4 22.4 77.5 100.0 77.6 128.8 117.4 100.0 117.3

17.9 20.1 88.8 97.3 82.8 117.6 115.2 102.9 112.0

(2) ※実績参考資料：畜産日報、農畜産業振興機構

相場（月別） 単位：円、％

品名 もも肉 むね肉 正肉合計

１．6月動向 (1) 履歴 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

H27年3月 646 657 98.3 336 274 122.6 982 931 105.5

H27年4月 642 629 102.1 334 271 123.2 976 900 108.4

２．7月見通 (1) H27年5月 622 611 101.8 335 279 120.1 957 890 107.5

H27年6月 612 592 103.4 340 291 116.8 952 883 107.8 ※（）は見通し

H27年7月 (605) 575 105.2 (340) 289 117.6 (945) 864 109.4

H27年8月 (595) 567 104.9 (340) 294 115.6 (935) 861 108.6

641 645 99.4 334 275 121.5 975 920 106.0
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アメリカのAIによる影響が続き、年末用加工原料となる骨付ももが大幅に不足することが
確実視されており、代替アイテムの開発や企画の変更が行われていると聞く。
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H27年平均
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平成27年6月の相場は、もも肉612円/ｋｇ、むね肉340円/ｋｇと、前月比でもも肉10円/ｋ
ｇ下げ、むね肉は5円/ｋｇ上げて合計では5円/ｋｇの下げとなった。もも肉は、気温の上
昇とともに販売が緩み、やや下げ傾向で推移した。
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7月に入ったが、やや気温の低い状況が続いており、エルニーニョ現象による冷夏が懸
念されてきた。もも肉需要はやや落ち着いてきたが、商品不足からの特売抑制や、気温
があまり上がらないことから例年ほど需要の落込みは見られず、相場はほぼ保合いの推
移となり月間平均で605円/ｋｇ前後になるものと思われる。
むね肉相場は、加工仕向けの需要が続いていることと、夏場商材としての需要も発生す
ることから、保合いの340円/ｋｇ前後で推移するものと思われる。

輸入品は外貨高や需要の低迷から輸入数量は抑制気味であったが、先高感や国産在
庫の低迷から4月に大きく増加した。今後も、調製品での輸入から原料肉での輸入へシ
フトは進むが、在庫調整の意味合いで輸入数量は増減し、100千トン前後の在庫水準
で推移するものと思われる。

国産在庫は、生産が回復傾向となってきたことでやや増加となったが、依然低水準のま
まで推移している。気温の上昇でやや需要は落ち着いてきたが、年末用の在庫や加工
仕向けの原料などで在庫はまだ不足状態が続いている。

平成27年4月の推定期末国内在庫数量は、国産が17.9千トンと前月比でやや在庫は増
加したが、依然として不足感が続いている。輸入品在庫は97.3千トンと前月比で2.7千ト
ンの減少となり、調製品を含めた輸入量減少の影響が出始めている。

7月に入り、小売でのもも肉需要は落ち込み始めたが、卸では多少の値下げで生で捌
けるため、思ったほど年末用の在庫確保は進んでいない。また、値崩れを招くような市
場への放出はなく、卸価格は高値のまま維持されている。

輸入鶏肉の平成27年5月通関実績は、36.9千トン（前年比93.1％）と前年を大きく下
回った。ブラジルからの輸入が現地オファー高や円安の影響で減少したことに加え、ＡＩ
の発生しているアメリカからの輸入も減少し、大きく数量が減少したものと思われる。
今後は、夏場における国産製造能力の減少を補うためと、年末に向けた原料確保のた
め、輸入数量は引き続き40千トン前後で推移するものと思われる。

鶏肉調製品は、平成27年5月通関実績が30.3千トン（前年比89.6％）と前年を大きく下
回った。特に中国産の加工品が大きく減少しており、期限切れ鶏肉使用の影響が収ま
らず、加工メーカーや外食産業で国産原料へのシフトや、原料輸入への切り替えが定
着したものと思われる。

総務省家計調査による平成27年5月の全国一世帯当たりの鶏肉消費量は、1,271㌘（前
年比101.0％）と前年を上回り、金額では1,239円（前年比106.6％）と前年を大幅に上
回った。数量は、昨年来他畜種では卸価格の高値が続いており、比較的安価な鶏肉の
需要が継続しているものと思われる。金額は、各種原料価格の上昇を受け、販売各社
が卸価格を上げてきており、小売価格も引きずられる形で上昇したものと考えられる。

平成27年5月単月の実績は、推計で入雛羽数が前年比98.9％、処理羽数が前年比
98.0％、処理重量で前年比97.9%と前年を下回った。
5月は、処理日の関係で前年を下回る結果となったが、通年では前年を上回っており、
生産も落ち着いてきた。気温も高まり、育成率も改善されてきていることから、今後は安
定した生産が期待される。

6月以降の計画では、入雛羽数、処理羽数および処理重量で前年をほぼ上回る計画と
なっており、特に6月の計画は処理日の関係で前年を大きく上回るものとなっている。
7月は、処理羽数では増加しているものの、夏場で計画体重が抑え気味となり、処理重
量では前年を下回る計画となっているが、南九州地区は長雨で涼しいため、生鳥が大
きいとの報告もあり、上振れする可能性がある。
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